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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】令和1年12月26日(2019.12.26)

【公開番号】特開2019-184617(P2019-184617A)
【公開日】令和1年10月24日(2019.10.24)
【年通号数】公開・登録公報2019-043
【出願番号】特願2019-125937(P2019-125937)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/64     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ  17/115    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   21/64     　　　Ｆ
   Ａ６１Ｂ   17/115    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年10月9日(2019.10.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組織の組織酸素化を解明するために、光を再放射する注入可能なプローブ（１１８，１
５３）を検知するように構成された監視装置（１０１，１５５，２０１，３０１，４０１
，４５０，５０１，６０５，７０１，１００１，１１０１，１２０１，１３３１，１３５
１）であって、前記監視装置は、
　前記注入可能なプローブを励起させるように構成されている少なくとも１つの光学エミ
ッタ（１７３，１１２７）と、
　前記注入可能なプローブから再放射された光を受信するように構成された少なくとも１
つの光学ディテクタ（１８５，１１２９）と、
　前記受信された光（１８１）の周波数応答を分析することによって前記組織の少なくと
も１つのポイントの前記組織酸素化の解を得るように構成されている信号プロセッサ（１
８９，４３０，４７０）と、
　前記組織の温度を検出するように構成されているセンサー（４４５）と
　を備え、
　前記信号プロセッサ（１８９，４７０）は、前記組織酸素化を校正するために前記組織
の前記検出された温度を利用するように構成されており、
　前記監視装置は、標的組織（９５４）に媒体（１６５，９５０）を提供するように構成
されたアプリケータ（１５７，９５６）をさらに備え、前記媒体は、前記注入可能なプロ
ーブを含む、監視装置。
【請求項２】
　組織の組織酸素化を解明するために、光を再放射する注入可能なプローブ（１１８，１
５３）を検知するように構成された監視装置（１０１，１５５，２０１，３０１，４０１
，４５０，５０１，６０５，７０１，１００１，１１０１，１２０１，１３３１，１３５
１）であって、前記監視装置は、
　前記注入可能なプローブを励起させるように構成されている少なくとも１つの光学エミ
ッタ（１７３，１１２７）と、
　前記注入可能なプローブから再放射された光を受信するように構成された少なくとも１
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つの光学ディテクタ（１８５，１１２９）と、
　前記受信された光（１８１）の周波数応答を分析することによって前記組織の少なくと
も１つのポイントの前記組織酸素化の解を得るように構成されている信号プロセッサ（１
８９，４３０，４７０）と、
　前記組織の温度を検出するように構成されているセンサー（４４５）と
　を備え、
　前記信号プロセッサ（１８９，４７０）は、前記組織酸素化を校正するために前記組織
の前記検出された温度を利用するように構成されており、
　前記アプリケータ（４７４）は、媒体（１６５）を標的組織（１５１）中に注入するよ
うに構成されている少なくとも１つのインジェクタ（１６７，４７８，５１１，８０９，
１１４９）である、監視装置。
【請求項３】
　組織の組織酸素化を解明するために、光を再放射する注入可能なプローブ（１１８，１
５３）を検知するように構成された監視装置（１０１，１５５，２０１，３０１，４０１
，４５０，５０１，６０５，７０１，１００１，１１０１，１２０１，１３３１，１３５
１）であって、前記監視装置は、
　前記注入可能なプローブを励起させるように構成されている少なくとも１つの光学エミ
ッタ（１７３，１１２７）と、
　前記注入可能なプローブから再放射された光を受信するように構成された少なくとも１
つの光学ディテクタ（１８５，１１２９）と、
　前記受信された光（１８１）の周波数応答を分析することによって前記組織の少なくと
も１つのポイントの前記組織酸素化の解を得るように構成されている信号プロセッサ（１
８９，４３０，４７０）と、
　前記組織の温度を検出するように構成されているセンサー（４４５）と
　を備え、
　前記信号プロセッサ（１８９，４７０）は、前記組織酸素化を校正するために前記組織
の前記検出された温度を利用するように構成されており、
　前記監視装置は、前記組織（２０３，１００７，１３１５）を調査するように構成され
ているインテロゲータ装置（２０１，３０１，１００１，１１０１，１３３１）をさらに
備える、監視装置。
【請求項４】
　組織の組織酸素化を解明するために、光を再放射する注入可能なプローブ（１１８，１
５３）を検知するように構成された監視装置（１０１，１５５，２０１，３０１，４０１
，４５０，５０１，６０５，７０１，１００１，１１０１，１２０１，１３３１，１３５
１）であって、前記監視装置は、
　前記注入可能なプローブを励起させるように構成されている少なくとも１つの光学エミ
ッタ（１７３，１１２７）と、
　前記注入可能なプローブから再放射された光を受信するように構成された少なくとも１
つの光学ディテクタ（１８５，１１２９）と、
　前記受信された光（１８１）の周波数応答を分析することによって前記組織の少なくと
も１つのポイントの前記組織酸素化の解を得るように構成されている信号プロセッサ（１
８９，４３０，４７０）と、
　前記組織の温度を検出するように構成されているセンサー（４４５）と
　を備え、
　前記信号プロセッサ（１８９，４７０）は、前記組織酸素化を校正するために前記組織
の前記検出された温度を利用するように構成されており、
　前記信号プロセッサ（１８９，４３０，４７０）は、前記組織酸素化の解明に基づいて
動作成功の決定を行う、監視装置。
【請求項５】
　組織の組織酸素化を解明するために、光を再放射する注入可能なプローブ（１１８，１
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５３）を検知するように構成された監視装置（１０１，１５５，２０１，３０１，４０１
，４５０，５０１，６０５，７０１，１００１，１１０１，１２０１，１３３１，１３５
１）であって、前記監視装置は、
　前記注入可能なプローブを励起させるように構成されている少なくとも１つの光学エミ
ッタ（１７３，１１２７）と、
　前記注入可能なプローブから再放射された光を受信するように構成された少なくとも１
つの光学ディテクタ（１８５，１１２９）と、
　前記受信された光（１８１）の周波数応答を分析することによって前記組織の少なくと
も１つのポイントの前記組織酸素化の解を得るように構成されている信号プロセッサ（１
８９，４３０，４７０）と、
　前記組織の温度を検出するように構成されているセンサー（４４５）と
　を備え、
　前記信号プロセッサ（１８９，４７０）は、前記組織酸素化を校正するために前記組織
の前記検出された温度を利用するように構成されており、
　前記監視装置は、前記組織の圧縮圧力および組織張力のうちの少なくとも１つの相互作
用力を監視するように構成された少なくとも１つのセンサー（１１３，４４４，４６４，
１１１７）をさらに備える、監視装置。
【請求項６】
　組織の組織酸素化を解明するために、光を再放射する注入可能なプローブ（１１８，１
５３）を検知するように構成された監視装置（１０１，１５５，２０１，３０１，４０１
，４５０，５０１，６０５，７０１，１００１，１１０１，１２０１，１３３１，１３５
１）であって、前記監視装置は、
　前記注入可能なプローブを励起させるように構成されている少なくとも１つの光学エミ
ッタ（１７３，１１２７）と、
　前記注入可能なプローブから再放射された光を受信するように構成された少なくとも１
つの光学ディテクタ（１８５，１１２９）と、
　前記受信された光（１８１）の周波数応答を分析することによって前記組織の少なくと
も１つのポイントの前記組織酸素化の解を得るように構成されている信号プロセッサ（１
８９，４３０，４７０）と、
　前記組織の温度を検出するように構成されているセンサー（４４５）と
　を備え、
　前記信号プロセッサ（１８９，４７０）は、前記組織酸素化を校正するために前記組織
の前記検出された温度を利用するように構成されており、
　前記監視装置は、組織インターフェースする表面を有するフレキシブルなサブストレー
ト（６０５，７０１）をさらに備え、前記組織インターフェースする表面は、前記少なく
とも１つの光学エミッタと、前記少なくとも１つの光学ディテクタ（７０５）とを含む、
監視装置。
【請求項７】
　前記信号プロセッサは、複数のポイント（１１０，１１２，４０５，５１３，７０５，
１１２７，１１２９，１３３１，１３５１）における前記再放射された光の前記分析され
た周波数応答に基づいて前記組織酸素化を解明して、酸素マップを生成するように構成さ
れている、請求項１～６のうちのいずれかに記載の監視装置。
【請求項８】
　前記監視装置は、内視鏡装置（５０１，１３３１）である、請求項１～７のうちのいず
れかに記載の監視装置。
【請求項９】
　組織の組織酸素化を解明するために、光を再放射する注入可能なプローブ（１１８，１
５３）を検知するように構成された監視装置（１０１，１５５，２０１，３０１，４０１
，４５０，５０１，６０５，７０１，１００１，１１０１，１２０１，１３３１，１３５
１）であって、前記監視装置は、



(4) JP 2019-184617 A5 2019.12.26

　前記注入可能なプローブを励起させるように構成されている少なくとも１つの光学エミ
ッタ（１７３，１１２７）と、
　前記注入可能なプローブから再放射された光を受信するように構成された少なくとも１
つの光学ディテクタ（１８５，１１２９）と、
　前記受信された光（１８１）の周波数応答を分析することによって前記組織の少なくと
も１つのポイントの前記組織酸素化の解を得るように構成されている信号プロセッサ（１
８９，４３０，４７０）と、
　前記組織の温度を検出するように構成されているセンサー（４４５）と
　を備え、
　前記信号プロセッサ（１８９，４７０）は、前記組織酸素化を校正するために前記組織
の前記検出された温度を利用するように構成されており、
　前記監視装置は、摂取可能である、監視装置。
【請求項１０】
　前記監視装置は、外科用装置（１０１，１５５，２０１，３０１，４０１，４５０，５
０１，６０５，１００１，１１０１，１２０１，１３３１）である、請求項１～８のうち
のいずれかに記載の監視装置。
【請求項１１】
　組織の組織酸素化を解明するために、光を再放射する注入可能なプローブ（１１８，１
５３）を検知するように構成された監視装置（１０１，１５５，２０１，３０１，４０１
，４５０，５０１，６０５，７０１，１００１，１１０１，１２０１，１３３１，１３５
１）であって、前記監視装置は、
　前記注入可能なプローブを励起させるように構成されている少なくとも１つの光学エミ
ッタ（１７３，１１２７）と、
　前記注入可能なプローブから再放射された光を受信するように構成された少なくとも１
つの光学ディテクタ（１８５，１１２９）と、
　前記受信された光（１８１）の周波数応答を分析することによって前記組織の少なくと
も１つのポイントの前記組織酸素化の解を得るように構成されている信号プロセッサ（１
８９，４３０，４７０）と、
　前記組織の温度を検出するように構成されているセンサー（４４５）と
　を備え、
　前記信号プロセッサ（１８９，４７０）は、前記組織酸素化を校正するために前記組織
の前記検出された温度を利用するように構成されており、
　前記監視装置は、外科用ステイプラーアンビル（４０１，４５０）である、監視装置。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの光学エミッタ（１７３）は、前記注入可能なプローブの吸収帯内
において前記注入可能なプローブを励起させるように構成されている、請求項１～１１の
うちのいずれかに記載の監視装置。
【請求項１３】
　前記信号プロセッサ（１８９，４７０）は、前記受信された光の酸素依存性光学応答に
基づいて前記組織酸素化を解明するように構成されている、請求項１～１２のうちのいず
れかに記載の監視装置。
【請求項１４】
　前記監視装置は、解明された組織データを外部に通信するように構成され、前記監視装
置は、
　ディスプレイ（１２７）および感覚代行のうちの少なくとも１つと、
　前記ディスプレイ（１２７）および感覚代行のうちの前記少なくとも１つと通信するよ
うに構成された外部インターフェース（１２５）と
　をさらに備え、
　前記信号プロセッサ（１８９，４７０）は、前記ディスプレイおよび感覚代行のうちの
前記少なくとも１つに、解明され校正された酸素測定を通信するようにさらに構成されて



(5) JP 2019-184617 A5 2019.12.26

いる、請求項１～１３のうちのいずれかに記載の監視装置。
【請求項１５】
　前記信号プロセッサ（１８９，４３０，４７０，７０５）は、再放射された光の位相シ
フトに基づいて前記組織酸素化を解明するように構成されている、請求項１～１４のうち
のいずれかに記載の監視装置。
【請求項１６】
　前記媒体は、強磁性材料又は生体吸収性実体である、請求項１又は２に記載の監視装置
。
【請求項１７】
　前記注入可能なプローブは、強磁性材料と連結され、前記装置は、さらに、磁力で前記
注入可能なプローブの伝達を制御するように構成された磁気コンポーネントを含む、請求
項１～６、９、１１のうちのいずれかに記載の監視装置。
【請求項１８】
　前記媒体は、強磁性であり、前記装置は、さらに、ジョーを備えた装置を含み、磁石は
、前記媒体又は前記媒体に前記注入可能なプローブを制御可能に操作するために、前記ジ
ョーに沿って装置の先端に配置される、請求項１又は２に記載の監視装置。
【請求項１９】
　さらに、媒体又は媒体の粒子を操作できるように制御可能な磁気コンポーネントを備え
る、請求項１又は２に記載の監視装置。
【請求項２０】
　前記監視装置は、網膜又は視神経における酸素化又は灌流を評価するために構成されて
いる、請求項１～６、９、１１のうちのいずれかに記載の監視装置。
【請求項２１】
　前記監視装置は、脳を含めた頭蓋骨内の一点に網膜を超えて撮影するように構成されて
いる、請求項１～６、９、１１のうちのいずれかに記載の監視装置。
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针。 至少一个光学检测器，被配置为接收来自探针的再发射的光； 信号
处理器，其被配置为在多个点处测量组织的氧合作用，以根据接收到的
光生成氧分布图。
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